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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期

第２四半期連結
累計期間

第31期
第２四半期連結
累計期間

第30期
第２四半期連結
会計期間

第31期
第２四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 2,079,0422,113,6801,056,0401,012,5074,434,013

経常利益（△は損失）（千円） △919 7,585 △7,453 △15,422 43,644

四半期（当期）純利益（△は損

失）（千円）
△14,596 2,150 △16,602 △19,102 10,790

純資産額（千円） － － 1,263,7521,278,2171,283,297

総資産額（千円） － － 3,716,0193,828,9173,757,675

１株当たり純資産額（円） － － 300.84 304.11 305.30

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は損失）（円）
△3.49 0.51 △3.97 △4.57 2.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― ― ―

自己資本比率（％） － － 33.8 33.2 33.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△11,866 71,676 － － 46,758

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△82,063 △84,137 － － △144,285

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△83,040 65,826 － － △71,677

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 606,491 667,624 614,259

従業員数（人） － － 230 234 229

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第30期及び第31期第２四半期連結累計期間

は潜在株式が存在しないため、また、第30期第２四半期連結累計（会計）期間及び第31期第２四半期連結会計

期間については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 234(127)

　（注）    従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載して

おります。

　　　　

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 208(36)

　（注）    従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

１）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

製造卸売事業（千円） 841,747 94.3

宅配事業（千円） － －

合計（千円） 841,747 94.3

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．宅配事業は、商品及び製造卸売事業で生産した製品の販売を行っておりますので、生産実績はありません。

２）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

製造卸売事業（千円） 7,824 89.3

宅配事業（千円） 66,995 87.2

合計（千円） 74,820 87.4

　（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）　

製造卸売事業（千円） 853,676 95.8

宅配事業（千円） 158,830 96.2

合計（千円） 1,012,507 95.9

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

生活協同組合連合会グリーンコープ連合 344,452 32.6 326,985 32.3

生活クラブ事業連合生活協同組合連合会 164,259 15.6 169,960 16.8

合計 508,712 48.2 496,945 49.1

　

２【事業等のリスク】

  当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

３【経営上の重要な契約等】

    　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間（７～９月）におけるわが国の経済は、経済対策の効果もあり一部回復の兆候が見ら

れたものの、企業収益の縮小、設備投資の抑制、雇用情勢への不安等により個人消費も引き続き低調に推移するな

ど、依然として厳しい状況が続きました。

　食品業界におきましては、原材料の価格高騰はやや落ち着いたものの、景気の悪化に伴う消費者の生活防衛意識の

高まりにより、価格競争が一層強まり、ますます厳しい状況となっております。

　一方で消費者の食の安心・安全や信頼性を重視する価値観は、長期的なトレンドの中で続いておりますが、景気低

迷による節約志向・低価格志向へのシフトも進み、当社の主たる販売先である産直型の生活協同組合に対する鶏肉

の売上高が、８～９月において前年を割り込み、減益要因となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は10億12百万円(前年同期比4.1％減）、経常損失は15百万円（前

年同期は7百万円の損失）、四半期純損失は19百万円（前年同期は16百万円の純損失）となりました。なお、７～９

月の第２四半期は、夏休みの影響もあり、当社グループの主力商品である鶏肉の生活協同組合向けの需要が１年間

で最も少なくなる期間であり、従来から利益は少ない傾向にあります。

　

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

（製造卸売事業）

　加工冷凍食品の販売は引き続き堅調に推移いたしましたが、鶏肉の需要が８月以降落ち込んだため、売上高が減少

いたしました。利益面につきましては、前年度の飼料価格高騰に伴い進めてきた商品の値上げの浸透により、販売単

価が前年同期を上回ったことが増益要因となりました。また、若鶏等の直営生産を行う子会社の(有)菊川農場につ

きまして、若鶏の生産に特化させるために6月から鶏卵の生産を中止したことと、若鶏の生産性が低下したことの影

響等により減益要因が発生いたしました。

　この結果、製造卸売事業の売上は8億53百万円（前年同期比4.2％減）、営業利益は50百万円（前年同期比14.9％

増）となりました。

　

（宅配事業）

　当社の食品を中心に会員宅に毎週商品をお届けする会員制宅配事業「スマイル生活」につきましては、客単価は

引き続き前年を上回ったものの、会員数の減少の影響で売上高が減少し、減益要因となりました。また、９月より既

存の牛乳宅配事業を移管の上、新規事業としてスタートした牛乳宅配サービス「クリム」につきましては、その立

ち上げに伴い販売費及び一般管理費の増加要因となりました。

　この結果、宅配事業の売上高は1億58百万円（前年同期比3.8％減）、営業損失は9百万円（前年同期は4百万円の損

失）となりました。

　　

(2) キャッシュ・フローの分析

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、長期借入れによる収入、売

上債権の減少、減価償却費等により、第１四半期連結会計期間末に比べ25百万円増加し、6億67百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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　営業活動の結果獲得した資金は28百万円になりました。

　これは主として、税金等調整前四半期純損失（16百万円）に対して、売上債権の減少（55百万円）、減価償却費

（32百万円）、賞与引当金の増加（24百万円）等から、たな卸資産の増加（47百万円）等を控除した結果によるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は13百万円になりました。

　これは主として、有形固定資産の取得による支出（22百万円）等から、貸付金の回収による収入（10百万円）等を

控除した結果によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果獲得した資金は10百万円になりました。

　これは主として、長期借入による収入（1億円）等から、短期借入金の純減額（50百万円）、長期借入金の返済によ

る支出（34百万円）等を控除した結果によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、7,766千円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】

　(1）主要な設備の状況

　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要

　　な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,179,000 4,179,000ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株　

計 4,179,000 4,179,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 4,179 － 714,150 － 381,030
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

秋川　正 山口県山口市 1,134 27.1

秋川　實 山口県山口市 427 10.2

秋川牧園職員持株会 山口県山口市仁保下郷317 370 8.9

㈱山口銀行 山口県下関市竹崎町４丁目２－36 200 4.8

秋川　喜代子　 山口県山口市 159 3.8

秋川　壽子 千葉県印旛郡印旛村 129 3.1

山口県信用農業協同組合連合会 山口県山口市小郡下郷2139 120 2.9

伊藤忠飼料㈱ 東京都江東区亀戸２丁目35－13 106 2.5

秋川　茂 山口県防府市 69 1.7

中村　昌子 山口県山口市 52 1.2

計 － 2,767 66.2
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　4,000 － －

完全議決権株式（その他）

　

普通株式　4,170,000 

　

4,170 －

単元未満株式

　

普通株式　　　5,000

     　

－
１単元（1,000株）未満の

株式

発行済株式総数           4,179,000 － －

総株主の議決権 － 4,170 －

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱秋川牧園
山口県山口市仁保

下郷317
4,000  　　　　　－ 4,000 0.10

計 － 4,000  　　　　　－ 4,000 0.10

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 420 460 430 495 496 565

最低（円） 400 385 420 420 491 490

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。　

　

EDINET提出書類

株式会社秋川牧園(E00344)

四半期報告書

11/26



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 657,212 603,856

受取手形及び売掛金 455,807 478,580

有価証券 10,411 10,403

商品及び製品 100,744 101,704

仕掛品 302,092 226,128

原材料及び貯蔵品 44,615 37,921

その他 321,875 312,406

貸倒引当金 △696 △1,073

流動資産合計 1,892,064 1,769,928

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 702,625

※1
 708,948

土地 668,471 668,471

その他（純額） ※1
 219,431

※1
 241,319

有形固定資産合計 1,590,528 1,618,740

無形固定資産

のれん 63,661 70,592

その他 23,263 26,036

無形固定資産合計 86,924 96,628

投資その他の資産 ※2
 259,399

※2
 272,378

固定資産合計 1,936,852 1,987,747

資産合計 3,828,917 3,757,675

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 387,911 351,050

短期借入金 1,250,000 1,300,000

未払法人税等 6,511 14,297

賞与引当金 39,551 29,429

その他 350,572 366,302

流動負債合計 2,034,547 2,061,080

固定負債

長期借入金 302,723 206,031

退職給付引当金 145,941 141,456

役員退職慰労引当金 41,536 40,234

その他 25,950 25,574

固定負債合計 516,152 413,297

負債合計 2,550,699 2,474,378
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 714,150 714,150

資本剰余金 554,541 554,541

利益剰余金 △891 5,309

自己株式 △2,963 △2,525

株主資本合計 1,264,836 1,271,475

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,807 3,423

評価・換算差額等合計 4,807 3,423

少数株主持分 8,573 8,397

純資産合計 1,278,217 1,283,297

負債純資産合計 3,828,917 3,757,675
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,079,042 2,113,680

売上原価 1,621,690 1,640,033

売上総利益 457,352 473,646

販売費及び一般管理費 ※1
 466,394

※1
 459,611

営業利益又は営業損失（△） △9,042 14,034

営業外収益

受取利息 2,924 2,330

受取配当金 380 639

補填金収入 16,131 616

その他 3,848 3,827

営業外収益合計 23,284 7,414

営業外費用

支払利息 14,929 13,795

その他 232 68

営業外費用合計 15,161 13,863

経常利益又は経常損失（△） △919 7,585

特別利益

固定資産売却益 1,044 431

貸倒引当金戻入額 － 348

その他 224 －

特別利益合計 1,269 780

特別損失

固定資産売却損 364 1,519

固定資産除却損 1,467 2,034

特別損失合計 1,831 3,553

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,481 4,811

法人税、住民税及び事業税 4,706 4,109

法人税等調整額 7,931 △1,624

法人税等合計 12,638 2,485

少数株主利益 476 175

四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,596 2,150
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 1,056,040 1,012,507

売上原価 840,954 792,465

売上総利益 215,086 220,042

販売費及び一般管理費 ※1
 229,298

※1
 231,242

営業損失（△） △14,212 △11,200

営業外収益

受取利息 1,453 1,179

受取配当金 8 8

補填金収入 9,856 －

その他 2,852 1,769

営業外収益合計 14,172 2,956

営業外費用

支払利息 7,324 7,136

その他 88 42

営業外費用合計 7,413 7,178

経常損失（△） △7,453 △15,422

特別利益

固定資産売却益 686 82

貸倒引当金戻入額 － 207

その他 34 －

特別利益合計 721 290

特別損失

固定資産除却損 1,159 1,322

特別損失合計 1,159 1,322

税金等調整前四半期純損失（△） △7,892 △16,454

法人税、住民税及び事業税 2,746 2,118

法人税等調整額 5,509 212

法人税等合計 8,255 2,331

少数株主利益 454 316

四半期純損失（△） △16,602 △19,102
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,481 4,811

減価償却費 67,694 69,203

のれん償却額 6,930 6,930

貸倒引当金の増減額（△は減少） △122 △396

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,409 10,121

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,602 4,485

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,178 1,301

受取利息及び受取配当金 △3,305 △2,970

支払利息 14,929 13,795

有形固定資産売却損益（△は益） △680 1,087

有形固定資産除却損 1,467 2,034

売上債権の増減額（△は増加） 15,351 22,772

たな卸資産の増減額（△は増加） △88,428 △81,698

未収入金の増減額（△は増加） △12,828 2,930

仕入債務の増減額（△は減少） 9,744 36,861

その他 △14,188 △1,859

小計 16,272 89,413

利息及び配当金の受取額 3,298 2,964

利息の支払額 △14,850 △13,988

法人税等の支払額 △16,587 △6,713

営業活動によるキャッシュ・フロー △11,866 71,676

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △83,820 △93,767

有形固定資産の売却による収入 2,942 3,026

投資有価証券の取得による支出 △15,000 －

貸付けによる支出 △3,900 △13,280

貸付金の回収による収入 24,217 21,283

ソフトウエアの取得による支出 △6,968 △250

その他 464 △1,150

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,063 △84,137

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △180,000 △50,000

長期借入れによる収入 150,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △47,640 △69,748

自己株式の取得による支出 － △438

配当金の支払額 － △8,472

その他 △5,400 △5,514

財務活動によるキャッシュ・フロー △83,040 65,826

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △176,971 53,364
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

現金及び現金同等物の期首残高 783,463 614,259

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 606,491

※1
 667,624
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 　該当事項はありません。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入額」は、特

別利益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしております。

　なお、前第２四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は124千円であります。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結会計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入額」は、特

別利益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記することとしております。

　なお、前第２四半期連結会計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は31千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性が低下していることが明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっており

ます。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目等を重要なもの

に限定する方法によっております。

　また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に

経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を主に９年としておりましたが、法人税法の改正を契機として資産の

利用状況等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より主に10年に変更しております。

　この変更に伴う影響額は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,705,625千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,664,743千円で

あります。

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 477千円 投資その他の資産 497千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

荷造運送費 113,023 千円

給与手当 118,162  

賞与引当金繰入額 13,212  

退職給付引当金繰入額 2,776  

役員退職慰労引当金繰入額 9,178  

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

荷造運送費 113,942 千円

給与手当 117,572  

賞与引当金繰入額 17,219  

退職給付引当金繰入額 5,223  

役員退職慰労引当金繰入額 1,301  

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

荷造運送費 56,143 千円

給与手当 59,193  

賞与引当金繰入額 9,291  

退職給付引当金繰入額 563  

役員退職慰労引当金繰入額 655  

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

荷造運送費 55,115 千円

給与手当 59,043  

賞与引当金繰入額 14,062  

退職給付引当金繰入額 1,754  

役員退職慰労引当金繰入額 655  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 596,106 千円

マネー・マネージメント・ファンド 10,384 千円

現金及び現金同等物 606,491 千円

　

現金及び預金勘定 657,212 千円

マネー・マネージメント・ファンド 10,411 千円

現金及び現金同等物 667,624 千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  4,179,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  4,139株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月25日

定時株主総会
普通株式 8,351 2  平成21年３月31日 平成21年６月26日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 890,949 165,0901,056,040 － 1,056,040

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
28,681 932 29,614 (29,614) －

計 919,631 166,0231,085,654(29,614)1,056,040

営業利益又は営業損失（△） 43,540 △4,700 38,840 (53,053)△14,212

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 853,676 158,8301,012,507 － 1,012,507

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
26,861 1,583 28,445    （28,445） －

計 880,538 160,4141,040,952(28,445) 1,012,507

営業利益又は営業損失（△） 50,036 △9,511 40,524(51,724) △11,200

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,751,963327,0782,079,042 － 2,079,042

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
58,969 1,704 60,674(60,674)　 －

計 1,810,933328,7832,139,717(60,674)2,079,042

営業利益又は営業損失（△） 118,180△13,601 104,578(113,621)△9,042

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
製造卸売事業
（千円）

宅配事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,796,629317,0502,113,680 － 2,113,680

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
55,107 2,664 57,771(57,771) －

計 1,851,737319,7142,171,452(57,771) 2,113,680

営業利益又は営業損失（△） 131,701△12,014 119,687(105,652) 14,034

　（注）１．事業区分の方法

　事業は、業務の専門性及び業態を考慮して区分しております。
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２．各区分に属する主要な商・製品

事業区分 主要な商・製品

製造卸売事業 健康食肉　健康加工食品　健康鶏卵　健康牛乳

宅配事業
健康食肉　健康加工食品　健康鶏卵　健康牛乳

有機農産物　一般健康食品等

３．会計方針の変更

前第２四半期連結累計期間　

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.（１）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適

用しております。この変更に伴う影響額は軽微であります。

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20

年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当社グループは、ストック・オプションを付与しておりませんので、該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 304.11円 １株当たり純資産額 305.30円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 3.49円 １株当たり四半期純利益金額 0.51円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失(△)（千円） △14,596 2,150

普通株主に帰属しない金額（千円） ―     ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△14,596 2,150

期中平均株式数（千株） 4,175 4,175

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 3.97円 １株当たり四半期純損失金額 4.57円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（千円） 16,602 19,102

普通株主に帰属しない金額（千円） ―     ―

普通株式に係る四半期純損失（千円） 16,602 19,102

期中平均株式数（千株） 4,175 4,175

（重要な後発事象）

 　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　前連結会計年度末に比べ著しい変動がありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月５日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 板谷　宏之　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧園の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月４日

株式会社秋川牧園

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 世良　敏昭　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社秋川牧園の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社秋川牧園及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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